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第 6回ストラクチャークラブ・ジャパン 北海道支部会 当番世話人 

山崎 誠治 

（札幌東徳洲会病院 循環器内科） 

 

 

 

 

ストラクチャークラブ・ジャパン 北海道支部 代表世話人 

竹内 利治 

（旭川医科大学病院 内科学講座 循環・呼吸・神経病態内科学分野） 

 

 

 

 



ご挨拶 

 

第 7 回ストラクチャークラブ・ジャパン 北海道支部会 学術講演会 

 

 

第 7 回ストラクチャークラブ・ジャパン 北海道支部会 当番世話人 

  札幌東徳洲会病院  山崎 誠治 

 

 

 

 

 

2022 年 7 月 9 日 第 7 回ストラクチャークラブ・ジャパン北海道支部会 学術講演会を開催するにあ

たり、ご挨拶を申し上げます。 

昨年 2021 年 7 月 17 日は、COVID-19 のパンデミックの状況下において、初めてこころみでしたが完全

web形式で開催されました。今年こそは、終息を期待しておりましたが、皆様もご存じの通り、その見通しは

たっておりません。従いまして、我々医療従事者が率先して感染拡大の予防のため取り組むべきと判断し、今

年度も引き続きWeb開催とさせて頂くこととなりました。 

皆様におかれましては日々のご対応で大変かと存じます。皆様と皆様のご家族の無事をお祈りいたし

ます。 

さて 2013年秋より TAVI、2018 年より MitraClip が健康保険償還下で実施できるようになり、この領

域の治療に対しての社会の期待が増しています。北海道全域にわたる医療のレベルアップのため、皆様

の英を結集し、患者様により良い医療が提供できるような絶好の機会となるべく会にできれば幸いと存

じます。 

今回の支部会でも、昨年同様 TAVI、MitraClip だけではなく ASD/PFO に対してのインターベンション

治療、経皮的左心耳閉鎖デバイスについても施行施設に講演頂く予定となっています。 

さらに特別講演として湘南鎌倉総合病院の斎藤滋先生に講演を賜ります。 

Web での利点を生かし、貴重な経験や最新の知見をより多くの方々に共有できればと思います。 

最後になりますが今回当番世話人の大役を拝命し非常に多くの先生方に御助言、協力頂きました。また

このような世界的パンデミックの状況にも関わらず多くの企業に協力頂きました。本会開催にあたり多

大な御尽力賜りました支部役員、会員、事務局及び関係諸氏にこの場をお借りして心より御礼申し上げ

ます。 

 

 

 



 

 

参加者の皆様へ 

 

◆開催日時 

 2022 年 7 月 9 日（土） 14:30～18:10 

 

◆参加費：医師・企業 2,000 円 

      コメディカル  500 円 

 

◆日本心血管インターベンション治療学会(CVIT)専門医認定医制度資格更新単位取得方法 

 本会は日本心血管インターベンション治療学会(CVIT) より認定された、 

 ライブデモンストレーションを伴わない研修会 1 点となります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



プログラム(予定) 

開会の挨拶                       山崎 誠治(札幌東徳洲会病院) 

 

14:30～14:55 (発表 15 分 ディスカッション 10 分) 

 LAAC               共催：ボストン・サイエンティフィック・ジャパン株式会社  

 

   「WATCHMAN FLX™左耳心閉鎖デバイスの治療戦略策定に苦慮した一例 

    ～心エコー医の立場から～」 

演者：辻永 真吾(北海道大野記念病院) 

 

座長：数野 祥郎(手稲渓仁会病院) 

                   コメンテーター：河端 奈穂子(旭川医科大学病院) 

                   コメンテーター：谷  友之(札幌東徳洲会病院) 

 

15:00～15:25 (発表 15 分 ディスカッション 10 分) 

PFO                    共催：アボットメディカルジャパン合同会社    

「塞いで防ぐ脳梗塞～閉鎖すべき PFO とは？～」  

演者：堀田 怜(札幌心血管クリニック） 

                       

座長：山下 武廣(北海道大野病院) 

コメンテーター：岩野 弘幸(手稲渓仁会病院)  

 

15:30～15:55 (発表 15 分 ディスカッション 10 分) 

ASD                   共催：日本ライフライン株式会社 

     「Aortic rim 欠損を伴う double ASD に対し経カテーテル閉鎖術を施行した一例」 

 

演者：木谷 祐也(旭川医科大学病院)                           

                                           

      座長：士反 英昌(札幌心血管クリニック) 

コメンテーター：廣上 貢 (手稲渓仁会病院) 

コメンテーター：三浦 史郎(北海道大野記念病院) 

  

 

 

 

 

 

 



16:00～16:40 

特別講演                共催：アボットメディカルジャパン合同会社 

   「TAVI 日本における導入と、現在」 

演者：齋藤 滋(湘南鎌倉総合病院) 

 

座長：山崎 誠治(札幌東徳洲会病院) 

                                                 

16:45～17:10 (発表 15 分 ディスカッション 10 分) 

MitraClip                 共催：アボットメディカルジャパン合同会社  

   「G4-XTW で MitraClip の治療戦略は変わるか!?」 

演者：棒田 浩基(札幌東徳洲会病院)                                                       

 

座長：紙谷 寛之(旭川医科大学病院） 

コメンテーター：西川 諒(札幌医科大学附属病院) 

コメンテーター：神谷 究(北海道大学病院) 

 

17:15～17:40 (発表 15 分 ディスカッション 10 分) 

TAVI ：Balloon expandable valve       共催：エドワーズライフサイエンス株式会社  

「冠動脈閉塞のリスクが懸念された高度石灰化病変に対して Sapien3 留置した一例」  

演者：川﨑 祐寛(市立函館病院) 

座長：村上 直人(札幌医科大学附属病院) 

コメンテーター：浅川 直也(市立札幌病院) 

コメンテーター：山﨑 和正(札幌東徳洲会病院) 

 

17:45～18:10 (発表 15 分 ディスカッション 10 分) 

TAVI： Self expandable valve          共催：日本メドトロニック株式会社  

   「当院における self expandable valve を用いた TAV in SAV 症例の検討」 

 

演者：高橋 勇樹(北海道大学病院)                 

 

座長：光部 啓治郎(札幌心血管クリニック) 

            コメンテーター：徳田 祐輔(市立函館病院) 

                   コメンテーター：古堅 真(北海道循環器病院) 

 

 

閉会の挨拶                      竹内 利治 (旭川医科大学病院) 


